
 【離床センサー、適切に使用できていますか？】 

         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

トイレやリハビリ、透析や検査などからの帰室後、面会後、勤務交代時やケアなどで離床セ

ンサーの電源を切った後の対応は適切ですか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                   令和 7年 11月 安全管理委員会 

安全管理委員会からの耳より情報 VOL.37 

離床センサーの電源の入れ忘れ事例が発生していませんか？ 

看護師のアクシデントで多く報告されているのが、転倒・転落事例です。 

転倒転落による外傷防止対策のひとつとして離床センサーを設置していても、適切に使用

しなければ、期待する機能が発揮できず転倒転落に繋がる危険性があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       

 

      

 

離床センサーを設置していることで安心せず、正しく作動することまでの確認が重要です。 

退室前に、離床センサーの電源確認と作動確認を徹底すること、患者の状態に応じたモードに 

切り替えるなどの適正な設定、使用手順の間違いにも注意し、重傷事故防止に努めましょう。 

[出典・参考資料]  
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